
対言舌コミュニケーションにおける2種類の発話タイミング構造
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1. は じ め に

人はコミュニケーションによって,他 者との相互理解を図

ることができる そ の際,言 語的に表現される情報は不可欠

であるが,そ の一方で,言 語的には表現することができない

非言語的な情報もまた重要な役割を果たしている
1)。この非

言語的な情報には,ジ ェステャーゃ視線など視覚的なもの,

また音声の韻律情報などの聴覚的なものがあるが,そ の中で

も発話タイミングのような対話の時間的な構造が,コ ミュニ

ケーションが円滑に行なわれるための重要な要素としてたび

たび注目されてきた

たとえば,COndOnら は母子コミュニケーションにおいて,

音声リズムと身体 リズム間の相互作用が重要な役割を果たし

ていることを示した
2).渡
辺らは発話とうなずきのリズムに

引き込み現象が観察されることを示し, さまざまな音声イン

タフェースに応用している3)。北岡らも, 自然な発話タイミ
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ングで対話することのできるシステムを実現するために談話

コーパスより発話タイミングを決める決定木を求め,そ れを

用いたシステムの構築を行なっている4).ま た,Matarazz。

らや Webbは ,発 話長,発 話速度,反 応時間などが,話 者間

で同調することを報告しており5)-7),長岡らや小磯らも,交

替潜時や発話速度などが話者間で同調することを報告してい

る8)-11)

しかし,これらの研究は主にコミュニケーションにおける身

体的インタラクションを重視しており,認知的側面からの影響

については十分考慮されていないという問題が残されていた.

=方 ,われわれはリズム音に合わせてタップを行なう同期タッ

ピング課題や協調タッピング課題を用い, インターパーソナ

ルなタイミング共有機構に関する研究を進めてきた
12)-16)

これらの研究において, われわれはタイミング|■溝が注意資

源を必要としない身体的過程と,注 意資源を必要とする認知

的過程として二重化されており, この 「二重性Jが 人間の共

創的コミュニケーションの基盤にあることを明らかにしてき

ている.ま た,こ のような二重性は対話における交互発話課

題においても存在が示唆されている1つ そ こで本研究では,

タイミング機構に関するこれまでの先行研究を踏まえて,認

知的過程と身体的過程の両側面から対話コミュニケーション

における時間的構造の解析を進める.

本研究において,対 話における身体的側面と認知的側面の

両方を考慮した実験を行なうためには,対 話中の被験者の認

知的な状態を実験的に制御できることが不可欠となる。そこ

で具体的には,指 示者と被指示者からなる対話において,指

示者の発話速度が大きく変化 し,そ の変化に被指示者が気づ

きやすい対話と,指 示者の発話速度の変化が相対的に小さく.

Two Types of Utterarice Timing Structure in Dialogue

Tomohito Yarvrauoro*, Hiroyuki ABtr**.
Yurniko Muro*** and Yoshihiro Mil.AKE***

Irr this research, wer analyzed the dialogue that consisted of an instmction and a response utterance to clarify
the relation between cognitive process and timing structure of utterance. The results showed that correlation
coelllcient between duration ol instruction utterance and switching pause had diverse values when fluctuatio. of
instruction utterance duratiorr was too small to be recognized. However, the correlation coefficierrt between them
had positive and high value when fluctuation of instruction utterance was explicitly big. Frorn these results, we
disc'ssed that there are two types of utterance structure in human dialogue.
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そr)al_|ヒに'、1づきにくい対話の 2つ の条件を用意した そ し

て,il iの条件を認知的と呼び,被 指示者のタイミング機構

におけ■)認知的過程を相対的に強く反映しているく)のと仮定

して,後 者を身体的と呼び, より身体的過程を反映するもの

と仮定し,こ れらの 2種 11の々」話 1件 における時間的特徴量

の相関関係を分|プFしlL較した

以 F,第 2● で実●手法について説明し,第 3章 で結果を

まとめ,第 1章
‐
こ4:研究において見出された 2種類の発話タ

イミング:■i=:1つtで 考察を行なう

2 .実 験 手 法

2 . 1  実 験タスク

4("「究では,指示発話と応答発話からなる対話を実験対象と

して|=び,タ スクをつぎのように設定した。被験者は,Fig。1

に示すような 10個 の同じ形の積み木 (木製,5cm× 5cm×

2 5cm)が 置かれた机に,12m程 離れて 2人 が向かい合って

座る そ して,以 下の 2つ の発話からなる対話を行なう

。1指 示者が 「積み木を取ってくださいJと いう指示を被指

示者に出す

02被 指示者はその指示に対して 「はいJと いう応答とうな

ずき動作をt て́から机の上の積み木を 1つ 取る

以上の実験タスクにおいて,発 話速度の変化が発話行動の

時間的な構造にりえる影響を明らかにするために,以 下 2つ

の条件を設定した。

・条件 1指 示者の発話速度に制限を加えず,指 示と応答を自

然に繰 り返す

0条件 2指 示者の発話速度を大きく変化させ,指 示と応答を

繰 り返す

条件 1は指示者が自然な (普段被験者が発話している)発

話速度やタイミングで指示と応答を繰り返す条件であり,こ

の実験によって通常の対話の時間的な構造について調べる。

条件 2で は指示者に発話の速度を 「はやいJ,「ふつう|,「お

そいJの 三段階で指示し,指 示者の発話速度変化が大きいと

きの対話の時間的構造について調べる (この条件において発

話速度の変化方法については特に指示しなかったが,結 果的

に指示者は 「ふつうJの 指示の場合には条件 1と 同じ自然な

発話速度で,「はやいJも しくは 「おそいJの 場合には 「ふつ

う」の指示のときに対して相対的に早い,も しくは遅い発話

速度で発話した)さ らに実験後,各 条件における指示者の発

話速度の変化について被指示者が認知していたかどうかの評

価を行なった。評価は指示者の 「/tt話速度は変化したかJと

いう質問に対し,|わ かいないJ,「やや変化していたJ,「変化

していたJ,「非常に変化していたJの いずれかを選択する形

式で行なった

実験の説明については指示者,被 指示者ことに行ない,被

指it者は,指 示者の発話速度の変化に関してナイーブな状態

とした ま た,実 験に慣れてもらうために条件 1に ついてそ

デtそれ数回,練 習を行なってもらった (このことにより,条

件 1に おいて指示者が何らかの心理的な圧迫を受け,不 自然
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Fig .  1  A  p ic t r r re  o f  exper iment

Fig.2 Experirnent systeFn

な発話速度で発話するということは観察されなかった)

本実験ではこれら2つ の条件において,各 被験者の組ごと

に続けて 3回 の試行を行なった 個 々の試行は上記の対話を

10回繰 り返すものとする た だし,条 件 1,2を 行なう順番

は被験者組ごとにランダムに決めた

2.2 被 験者について

実験には20代 の健常な男了大学生 20人 (平均年齢 :2165

歳,21歳 :9人 ,22歳 :9人 ,23歳 :2人 )が 被験者 (10人

の指示者と 10人 の被指示者)と して参加 した。これらの被

験者は金沢工業大学の情報工学科に属 しており,授 業などを

通じて互いに顔見知 りの関係であった 被 験者の組み合わせ

はランダムに選び,同 年齢の被験者組が 7組 ,1歳 の年齢差

がある被験者組が 3組 であり,社 会的に強い上下関係がある

被験者対はなかった。

2.3 実 験システム

本研究では,Fig.2に 示すように実験のようすを映像と

音声で記録 した 記 録にはビデオカメラ (SONY社 :DCR―

PC300)を 使用 し,音 声はヘッドセット (Audio Technicha

社 :PR08HEW/P)に より収録した (本論文では解析 しな

いが,身 体動作もマーカを手の甲とマイク部分に付け計涸」し

た)こ のとき同一試行内での対話行動がリズム化 してしま

うのを防止するために,指 示者に 2～5秒 のランダムに設定

された待機時間だけ待つようにPCの ディスプレイに提示し

た。また,条 件 2に おいて,指 示者に発話速度を指示する際

には 「はやいJ,「ふつうJ,「おそいJの いずれかを同 PCを

用いて提示し,指 示者はこれらの提示を確認した後,意 図的

に発話速度を変えて発話させるようにした な お,そ れぞれ

の提示回数は試行全体でバランスをとった

2.4 実 験データの解析

本研究では,対話の時間的な構造の解析を行なうために録音

された音声データの時間的な佃1面だけに注日した 実 験で用
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Table 1 Mean and S.D. of  indices in condi t ion 1

IU RU SP

1121  214  321

617  283  824

Table 2 Mean and S.D. of  indices in condi t ion 2
T m e

Fig. 3 Indices of ,lialogue

Fig.4 ,Calculation Of each duration

いた対話における時間的特徴量は Fig.3に 示すように,指 示

者の指示発話長 (Duration ofillstruction utterance;IU),被

指示者の応答発話長 (Duration of response utterance;RU),

交替潜時長 (Dllration of switching pause;SP)の3つ であ

り,こ れらの間の相互相関を解析した そ れぞれの時間長は,

Fig.4に 示す音声の録音波形 ( VヽAVE形 式)に おいてノイズ

レベルから5db以 上大きく,発 話が続いている区間を有音区

間とした。ただし,Fig 4に ある
“つみきをとってください"

の につ"の 発音部分にあるように,呼 吸によるノイズが重な

る場合や音声の録音レベルが小さい場合など,機 械的に有音

区間を決められないときには,実 際に音声データを聴取,日

視 し有音区間を決めた

また本研究では,相 関係数は各条件における試行 (10発話

分)ご とに計算をした値を用いた。これは,各 試行における

各時間長の平均値変動からの影響を低減させ, より正確に相

関係数を算出するためである

3.実 験 結 果

3.1 時 間特徴量の変化について

最初に,条 件 1,2に おける指示,応 答発話および交替潜時

の時間長の結果について示す Tables l,2は 各条件におけ

る時間特徴量の計測結果である.こ れらの結果は 1条件あた

り,(積 み木 10個 )× (3試行)× (10被験者組)の 300デ
ー

タから算出している平均値と標準偏差値である Table lと

Talie 2の結果を比較すると,各時間特徴量の平均値に関して

は大きな差がないことがわかる。それに対 し,条 件 2に おい

て指示発話長の標準偏差が条件 1に 比べ約 17倍 大きくなっ

ている (F test;ρ<05)こ とから,指 示者が発話速度を変

化させていたことがわかる。一方,他 の特徴量の標準偏差値

においては条件間による統計的な有意差がなかった (F―test:

P>15)

Fig.5

3.2 発 話速度変化に対する認知状態

つぎに,指 示者の発話速度の変化に対する被指示者の認知

の状態について示す Fig.5は ,条 件 1,2そ れぞれにおい

て,「発話速度は変化したかJと いう質問に対 し,被 指示者

が |わからないJと 答えた比率と,「やや変化したJ,「変化し

たJ,「非常に変化 したJの いずれかを答えた答えた比率であ

る.条 件 1で は,被 指示者が 「やや変化した」,「変化したJ,

「非常に変化したJと 答えた試行が 30試 行中 4試 行であった

のに対し,条 件 2で は 30試行中 26試 行となった こ れらの

結果は,条 件 1で は発話速度の変化が小さくそれを被指示者

も認知しにくいのに対し,条 件 2で は指示によって発話速度

が大きく変化し,被 指示者もそれを認知しやすいことを示 し

ている

3.3 時 間特徴量間の相関関係

ここでは,各 時間特徴量間の相関関係について示す Ta_

bles 3,4は各特徴量間の相関係数の平均値であり,値 は 1試

行ごとに算出した相関係数を,(3試行)× (10被験者組)=30

データより求めた。結果より,まず指示発話長と交替潜時長の

間において,条 件 2で のみ中程度の正の相関関係 (r二 416)

があるのがわかる ま た,値 |よやや小さい (γ=366)が ,指

示発話長と応答発話長の間においても正の相
´
|ヽ●係があるこ

とがわかる

Fig.6は 中程度の相関関係が見られた指示発話長と交替潜

時長間の相関係数の出現頻度をプロットした図である 図 よ

り,条件 1で は相関係数が負から正まで広く分布していること

がわかる.相 関関係の中には Fig.7(a)に示すような強い負

の相関関係を示すものや,Fig 7(1))のように正の相関関係を

示す( のゝもあった 一 方で,条 件 2で は相関係数が正に偏っ

ているのがわかる.特 にFig.8に 示すような相関係数 07以

上の強い相関を得られた結果が 30試 行中 11試行あり,両 条

件間で相関係数の平均値の間には続計的な有意差が認められ

IU RU SP

「
~

1184  242  311

¬

Mean

S . D .

％
　
　
　
％
　
　
　
％

％
　
　
　
％
　
　
　
％

I Noi Rccoglerz€d

■ _ |

Recognit

( ordLtioil2

i on  to  change o f  u t te rance speed
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t't,ll(ヽlatiOn coettcient between instructiorl llttcrancle

all(1、、ハ′itching pause in conditiOn l

IU

R〔」

SP 1 0

Table 4 Correlation coefficient between instruction utterance

and swi tch ing  pause in  cond i t ion  2

1 0

~鍮
鶴扁十 1

第 45巻  第 lo号  2009年 lo月

′́f´
増

/4

Duration of lnstruction utterance Isec]

Fig.8 An exarnple of correlation between instnrction rrtter-
ance and switching pause in corrdit ion 2

Conelation Coefficient

Fig. 9 Distribution of corrclation coefficient between irrstruc-

tlon utterance and response utterance

Fig.■ O  Distribution Of cOrrelatiOn cOeicient between s、/itch―

ing pallse and respOnse lltterance     ・

有意差はないものの (Mann―Whitney U―testi P>25),条

件 2で はそれらが正に偏っていることがわかる。一方,今 回

の実験では交替潜時長と応答発話長の相関係数 (Fig.10)の

平均値が大きな値をとることはなく,条件間の平均値の間に統

計的な有意差は見られなかったが (Manll Whitney U―test;

P>25),図 より,条 件 1に おいて交替潜時長と応答発話長

間の相関係数がやや負に偏った分布になる傾向があることが

読み取れる.

3.4 指 示発話長と交替潜時長の相関関係

33節 では,指 示発話長と交替潜時長の間の相関係数の分

布が条件 1に おいては正から負まで広 くなるのに対 し,条 件

2に おいては,正 に偏ることが明らかになった。ここではこ

の指示発話長と交替潜時長間の相関関係を中′し、に,各 条件に
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Fig. 6 Distribution of correlation coelicient between
tion utterance arrcl switching pause
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Duration of instructiOn utterancc[Sec]
(b)

Fig.7 All exall■ple Of cOrrelation bet、′een instruction utter―

a ll(|(→and switching pause in condition l

た (Mann whitney U― testi ρ<05).

Fig.9は ,指 示発話長と応答発話長間の相関係数出現頻度

をプロットした図である.図 より,条 件 1で は 0を 中心に正

負に分布が広がっているのに対し,条件間の平均値に統計的な

Correlation IU RU  SP

IU

RU

SP

10  0366  0416

10   0023
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Correlation Coefflcient

(a)IU―SP

＾
０
口
ｏ
●
げ
ｏ
】
』

（
ｏ
●
ｏ
●
げ
ｏ
一
」

＾
ｏ
●
ｏ
●
げ
ｏ
』
』

CorrclatiOn Coefflcicnl

(a)Iじ―SP

Correlation Coefflcient

(b)IU―RU

Conelation Coefficient
(c) SP-RU

Fig. 11 Variatron of distribution of significant

Iation coefficient between instruction

switching pause

Corrclation Cocfflcicnt

(c)SP―RL;

Fig ■2 A/ariatiOn of distribution of signincant Fヽegative corrc―

latiOn coemcient bet、veen instruction utterance and

switchirlg pause

ているのがわかる そ れに対し,条 件 1の相関」係は分布が

崩れてしまい,明 確な傾向が見られない 一 方,Fig 12(b),

(c)を見るとFig 12(a)において,条 件 1で 負にあった相関

関係が,Fig 12(b)に あるように指示発話長と応答発話長間

では正のほうで見られ,Fig 12(c)に あるように,交 替潜時

長と応答発話長の相関関係では負のほうで見られることがわ

かる

これらの結果より,条 件 2に おいて指示発話l_と交林tifllケ

長の間で正の相関関係が見られる場合には,指 示発話lこと応

答発話長,お よび,交 替潜時長と応答7き話11の間においても

正の相関関係が現れやすいことを示唆している つ まり指示

発話長が被指示者が認知できるほと
'it((短

く)な る場合に

は,交 替潜時長,応 答発i舌=こともに長く (短く)な り,対 話

全体が長く (短く)な る傾向があることを示唆している

一
方,チミ件 1に おいて指示Jε話長と交替潜時長の間で負の

相関関係が現われる場合には,指 示発話長と応答発話長の相

関関係は条件 2と 同様に正に現われやすいのに対し,交 替潜

Co“clation Cocfflcicnt

(b)IU―RU

posrtrve corre-

utterance and

おける相関係数の分布を詳細に解析 し,そ れぞれの相関関係

が現われるメカニズムについて調べる.Fig。11(a)は Fig 6

にある指示発話長と交替潜時長の相関係数のうち,正 の相関

関係で P<05で 統計的に有意な相関関係をプロットしたも

のである 同 様に,Fig.12(a)は 負の相関関係で P<05で

有意な相関関係をプロットしたものである.こ れらの図より,

条件 2で は正に統計的に有意な相関関係が多 く見られるのに

対し,条 件 1で は正負の両方にいくつかの統計的に有意な相

関関係が見られるのがわかる

さらに,Fig ll(b),(C)は Fig ll(a)の図で現われた正の

相関関係が,Fig 12(b),(C)はFig 12(a)で現れた負の相関関

係が,指示発話長と応答発話長の間,交替潜時長と応答発話長

の間でどのような関係になっているかを示している (これいの

値は必ずしも統計的に有意なものだけではない).Fig ll(b),

(c)を見ると,Fig ll(a)の 条件 2で 見られていた相関関係

は,そ の分布がやや崩れるものの,そ の多くが正にとどまっ
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各発 :IIモ̀):二 お、て|ま■の相関関係が現われやす

示 :き,t11 このことは指示発話長が長く (短く)変

:指4t汁がその変化を認知しにくい場合は,応 答発

、 IJく )な るものの,交 替潜時長は逆に短く (長
tl l:全体の長さがあまり変化しないことを示唆 し

4.考 穴

本研究では,対 話における認知的 。身体的過程と,対 話の

時間的構造の関係について調べた そ の結果として,以 下の

ことが明らかになった.

・指'ド者の発話速度の変化が小さく被指示者がその変化を認

月|しにくい条件 1で は,指 示発話長と交替潜時長の相関係

数の分布は正から負まで広 くなる。それに対 し,指 示者の

発話速度の変化が大きく,そ の変化を被指示者が認知しや

すい条件 2で は,指 示発話長と交替潜時ltの相関係数の分

布が大きく正のほうに偏る。

・指示発話長と応答発話長の相関係数は,条 件 1で は o付 近

を中心に広 く分布するのに対 し,条 件 2で は正のほうに分

布がやや偏る傾向がある

・指示者の発話速度の変化が大きく被指示者がその変化を認

知 しやすい条件 2で は,限 られたサンプル数ではあるが,

指示発話長が長 く (短く)な れば,そ の他の時間長もすべ

て長 く (短く)な る傾向が示唆された そ れに対し,指 示

者の発話速ltの変fヒが小さく被指示者がその変化を認知し

にくい条件 1で は, 指示発話長が長 く (短く)な るとき,

応答発話長は長 く (短く)な るものの,交 替潜時長は逆に

短く (長く)な る傾向があることが示唆された.

指示発話の速度が大きく変fヒする条件 2に おいて,指 示発

話長と交替潜時長の間,お よび指示発話長と交替潜時長の間に

正の相関関係が表われた結果|ま,MatarazzOら や長岡ら
5) 9ヽ)

が示している同調傾向
18)の
1つ とみなすことができる 同 調

傾向とは,コ ミュニケーションにおいて相手と発話行動や身

体動作などが同調してくる傾向であり,円 滑なコミュニケー

ションの指標として捉える研究もある こ のような同調傾向

が起こるメカニズムとしては,対 話者がそれぞれ対話リズム

を生成するリズム系をもっており,そ れらが相互作用する中

で引き込み現象を生じている可能性がある こ の結果として,

Fig.13に 示すように指示発話長が長く (短く)な れば,交

替潜時長,お よび応答発話長も長く (短く)な り,全 体とし

て対話長が長く (短く)な っているということが考えられる。

それに対し,指 示者の発話速度に制限を加えない条件 1に

おいては,指 示発話長と交替潜時長の相関係数は負から正ま

で広 く分布 した こ の結果は, 自然な発話速度で対話が行な

われている場合には,被 指示者の応答パターンが多様である

ことを示唆している そ れらの多様な応答パターンの中でも,

けlられたサンプル数ではあるが,指 示発話長と交替潜時長の

■)いだに負の相関関係が観察される結果は,こ れまで知しれて

お嵯〉ず本研究が最初の報告である.こ のような現象は対話者

(o) Fast utterance speed

Fig.  13 Var iat ion of  durat ions in condi t ion 2

(c)Fast uttclancc sPcCd

Fig 14 ヽ /ariatiOFl of dulatiOns irl cOndition l

間の 2つ の対話リズムによる引き込み現象ではなく,Fig.14

に示すように交替潜時長が他の時間長の変化を吸収し,結 果

として,2人 の対話者から生成される 1つ のグローバルな対

話リズムを一定に保つ現象と考えられる た だし,今 回の実

験では相関係数のサンプル数が限られており,こ のような場

合についてはさらなる検証が必要であろう。しかし,い ずれ

にせよ,対 話コミュニケーションにおいて発話速度変化に対

する認知の差がこのような 2つ の発話行動のモードを生み出

しうるという結果は大変興味深い

われわれはすでに,同 期タッピング課題を用いてインター

パーソナルなタイミング機構が二重化されていることを報告

lンできた12)-15)そこでは,注 意資源を必要とlンない身体的

過程と注意資源を必要とする認知的過程の両方が,共 創的コ

ミュニケーションに不百r欠であることを議論 している 本 研

究で得られた_L記の 2つ の発話行動モーードの結果は,対 話に

おける時間的な構造が,認 知的な過程がかかわる部分とそう

でない部分から構成されていることを示しており,対 話と二

重性の関係を示唆するものである た とえば,対 話における

自己と他者の区別は重要であり,よ り認知的領域において自

他の対話リズムの区別が明確になり, より身体的な領域にお

いて自己と他者の対話リズムが一体化 し,自 他非分離な関係

が生成されているという解釈も可能である。しかしながら,

(a) Slorv utteranoe speed

(b) Neutral uttcranoe speerl

(a) Slow utteranoe speed

(b) Neuhal utterance speed
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今回の結果からは注意資源がそれぞれの条件においてどの程

度必要とされるのかについては明らかにされていないため,

被指示者の注意資源を制御する実験が今後必要と考えられる

最後に,本 研究において補足的に考慮されなければならな

い点についてまとめておく

まず,本研究では,対 面での対話を扱ったが,こ の場合音声

情報だけでなく,視 覚的な情報やその他のモーダルによる情

報が発話行為に影響を与えている可能性がある そ こで予備

的ではあるが,録 音された指示者の音声のみを被指示者に聞

かせ,同様の対話を行なったところ,条件 1で は指示発話長と

交替潜時の相関値の平均が -0218と なり,対 面対話におけ

る条件 1の相関値との間に統計的な有意差は見られなかった

(Mann Whitney U―tcsti p>25)一 方,条件 2で は指示発

話長と交替潜時長との間の相関値の平均が 0129と なり,対面

での実験の条件 2との間に有意差が見られた (Mann Whitney

U―testi P<o5).こ の結果から,実 験条件によって,各 モー

ダルからの影響が異なるということが示唆される よ って今

後は,発 話行為とモーダルの関係も含めて分析することが重

要である

また,今 回の実験データの解析では相関係数を各時間長か

ん算出したが,交 替潜時長や応答発話長に影響を与える 2次

的な要因として各時間長の相対的な変化 (各時間長における

時間的な差分)か らの影響も考え%れ る 実 際,指 示発話長

の相対的な変化と交替潜時長のあいだで相関値の平均値を計

算すると,条 件 1においては一o o298であるのに対し,条 件

2で は 0362で あり,条 件 2で はこのような相対的な変化か

らも弱い影響を受けている可能性がある 今 後,こ れらの要

因からの影響も分析する必要がある

さらに,今 回の実験では,指 示者の発話速度の変化方法に

ついては特に指示はしなかった。しかし,発 話速度を変化さ

せるうえで,た とえば発話中の単語間のポーズを調整する場

合や,1語 1語 の発話速度を調整する場合など, さまざまな

方法が考えられ,こ れらは統制される必要がある ま た,本

実験の被験者群は,同 じ学科内の学生群で年齢が近 く,社 会

的に強い上下関係をもつような被験者対はなかった そ のた

め,今 回の実験結果は社会的な関係が均質的な状況に限定さ

れている。今後このような実験条件についても改善する必要

がある.

5。 お わ り に

本研究では,対 話における認知的 ・身体的過程と,対 話の

時間的構造の関係について調べた。結果として,指 示者の発

話速度の変化が小さく被指示者がその変化を認知しにくい条

件 1で は,指 示発話長と交替潜時長の相関係数が負かい正ま

で広い分布をとるのに対 し,指 示者の発話速度の変化が大き

く,そ の変化を被指示者が認知しやすい条件 2で は,指 示発

話長と交替潜時長の相関係数の分布が大きく正のほうに偏る

ことが示された ま た,指 示発話長と応答発話長の相関係数

に関しても,条 件 2で は正のほうに分布が偏ることが示され

10  0ctober  2009

た こ れらの結果から,対 話においては発話速度変化に対す

る認知状態に依存 して異なる 2つ の発話行動のモー ドが現わ

れることを明らかにした
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